
【4-8】 

湾・灘の区分 響灘、周防灘、伊予灘、安芸灘 

取組の名称 水産動植物の増殖の推進 

事業期間及び事業

費 

①事業名：水産動植物種苗生産業務委託事業（種苗生産・供給）

事業期間：平成２８年度～令和２年度

事業費：３１８，０３６千円（令和元年度・県全体予算）

②事業名：漁業生産増大推進事業（抱卵ガザミ放流支援）

事業期間：平成２８年度～令和４年度

事業費：１，０００千年（令和元年度）

③事業名：漁業生産増大推進事業（トラフグ・ヒラメ種苗放流支援）

事業期間：平成２８年度～令和４年度

事業費：５，２５２千円（令和元年度・県全体予算）

④事業名：調査研究事業（有害生物被害防止総合対策事業）

事業期間：平成１８年度～

事業費：５００千円

事業体制 ①種苗生産・供給

山口県、（公社）山口県栽培漁業公社、漁協、市町等

②抱卵ガザミ放流支援

【抱卵ガザミにマークをして再放流】宇部・小野田・山陽地域栽培漁業推進

協議会

【再放流に係る経費を支援】山口県

③トラフグ・ヒラメの種苗放流支援

【種苗放流を実施】（公社）山口県栽培漁業公社

【放流効果調査（市場調査等）を実施】山口県水産研究センター

④ナルトビエイ生態調査

【駆除を実施】山口県漁協（宇部統括支店）

【生態調査を実施】水産研究センター

事業の背景・目的 ①水産動植物の種苗生産、栽培漁業に関する指導、山口県栽培漁業センタ

ーの管理業務を指定管理者に委託することで、水産資源の増大を図り、水

産関連産業の振興に資する。

②③生産の現場となる地先・沿岸・沖合における生産力の回復・維持に資す

る取組の実証・支援を行うことにより、漁業生産力の強化・漁業所得の向上

を図る。

事業場所の詳細 山口県内 
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事業内容 ①種苗生産業務を委託

②抱卵ガザミの再放流に係る買取経費を補助

③トラフグ・ヒラメの種苗放流経費を補助

④アサリ等を捕食するナルトビエイの生態調査を行う。（駆除も含む）

モニタリング方法（効

果 ・ 影 響 の 確 認 方

法）

②抱卵ガザミ放流支援

［調査項目］水産物生産量 等

［調査時期］ ５～７月に予算内で買い取り放流

［調査場所］宇部市、山陽小野田市（宇部・小野田・山陽地域栽培漁業推進協議会）

［モニタリング方法］抱卵ガザミのマーク、再放流

農林水産統計年報による水揚量の把握 

抱卵ガザミのマーク 再放流

③トラフグ・ヒラメの種苗放流支援

［調査項目］水産物生産量 等

［調査時期］

・ヒラメ：４月の放流時

・トラフグ：７月の放流時

［調査場所］ 

・ヒラメ：長門市（山口県外海栽培漁業センター・水産研究センター外海研究部）

・トラフグ：山口市（山口県内海栽培漁業センター・水産研究センター内海研究部）

［モニタリング方法］ 

鰭カット、パンチング、耳石染色による放流魚追跡調査（市場調査） 

トラフグ鰭カット作業

ヒラメパンチング作業
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（続き）モニタリング方

法（効果・影響の確

認方法） 

④ナルトビエイ生態調査

［調査項目］水産物生産量 等

［調査時期・頻度］５～６月・２～３回

［調査場所］宇部市（山口県漁協宇部統括支店・水産研究センター内海研究部）

［モニタリング方法］

駆除個体の生物調査（雌雄比、大きさ等）、タグ付け放流による回遊調査 

捕獲されたナルトビエイ 駆除個体の生物調査

取組による効果・影

響及びその判断基

準等 

①～④の結果

・キジハタ生産量：H29（基準）20ｔ→ H30（実績）19ｔ

・アワビ生産量：H29（基準）35ｔ → H30（実績）35ｔ

④ナルトビエイ生態調査の結果

・毎年の駆除事業により、個体が小型化

モニタリング結果に

対する見解・課題

モニタリング結果の

活用方法

・予算措置に活用

・種苗ニーズの把握

関係機関等における

連携・情報共有の方

法 

県庁内部局との連携はないが、関係機関等において必要に応じて情報提供

を行っている 

現状での課題 ①種苗生産・供給

種苗生産施設の老朽化、新たな感染症に対応した防疫体制の強化 

②抱卵ガザミ放流支援

ガザミについては、種苗放流も行っており、資源添加効果が種苗放流に

よるものか、抱卵ガザミ再放流によるものか、不明 

③トラフグ・ヒラメの種苗放流支援

トラフグ・ヒラメは広域回遊魚種であり、関係府県連携による調査体制の

確立が必要 

今後の予定等 種苗放流、産卵親魚の再放流、外敵生物駆除を継続実施 

取組事例についての

発表資料等 

瀬戸内海環境保全小委員会（第 15 回）資料 

情報提供元 山口県 
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